










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































No 氏　　名 入門年月日／（国元出発日） 師匠名 家塾名 備　　　考
1 三上　道隆 （天明2年3月10日） （京都） 隆圭の従兄弟
2 広瀬　道節 （天明8年3月8日） （京都） 長崎（吉雄家？）
3 三上　耕庵 （寛政3年3月5日） 福井　立助 （京都） 隆圭の父
4 高屋　東助 寛政4年5月5日 大槻　玄沢 芝蘭堂 福野田村の在村医
5 亀谷　佐民 文化2年 稲村　三伯 青森の町医者
6 藤林　潜蔵 文化3年 華岡　青洲 春林軒 青森の町医者力
7 益田　幽斎 文化3年 華岡　青洲 春林軒 黒石の医者
8 伊東　春昌 文化8年12月16日 吉雄幸載
9 三上　隆圭 文化10年9月1日 大槻　玄沢 芝蘭堂 杉本忠温・杉田伯元へも
10 松野　囚策 （文化10年3月19日） 杉田　伯元 杉本忠温・大槻玄沢へも
文化11年8月26日 華岡　青洲 春林軒
11 小野　秀徳 （文化11年7月26日） （江戸） 小林綱平（播州）へも
12 三上　隆圭 （文化12年8月10日） （江戸） 大槻玄沢力，再修業
13 三上　道周 （文化12年8月10日） （江戸） 三上道隆の子
14 古郡　宗秀 （文化14年8月21日） （江戸）
15 三上　道周 文化14年8月21日 （江戸） 再修業
16 松野　幸謙 文化14年 土生　玄碩 迎翠堂 華岡青洲へも，囚策の弟
17 矢野　道栄 （文化15年4月8日） （江戸）
18 中村　春庵 （文化15年4月8日） （京都）
19 北岡　幸民 （文化15年4月8日） （京都） 後太淳と改名
20 中村　東眠 （文政元年6月19日） （江戸）カ
21 唐牛　昌三 （文政元年7月28日） （江戸） 昌運・昌考の父
22 和右衛門兄 文政元年10月9日 吉雄　献作 青森の町人，開業許可年月日
23 小山内三益 文政元年 土生　玄碩 迎翠堂
24 小野　道庵 （文政2年12月3日） （江戸）カ
25 村井　宗興 （文政2年12月3日） （江戸）カ
26 平沼　養敬 （文政3年2月14日） （江戸） 本所亀沢町に外宅居住
27 中村　春庵 （文政4年11月） 恵美　三伯 のち江戸から出奔
28 松山　道円 （文政7年4月15日） （上方）
29 佐々木玄沖 （文政7年4月15日） 荻野河内守 （京都） 江戸で蘭学も修業
30 青池林宗 文政8年4月29日 江戸で御雇医となる
31 小山内玄益 （文政12年7月4日） （上方） 北岡幸民（太淳）の弟
32 小嶋　元岱 （文政12年7月4日） （上方）
33 広瀬　玄琢 （文政13年3月22日） （上方） 長崎でも修業
34 和田　玄良 （文政13年3月22日） （上方） 長崎でも修業
35 唐牛　昌運 （天保6年5月） （江戸） 京都でも修業
36 松山　道円 （天保12年2月5日） 多紀安良 再修業
37 三上　道隆 天保14年9月4日 春林軒 道周の子
38 手塚　有一 弘化2年6月4日 春林軒
39 吉田　宗眠 嘉永元年2月18日 春林軒 黒石の医者
40 佐々木元俊 （嘉永元年）カ 杉田　成卿 弘前城下の町医者
41 唐牛　昌考 （嘉永元年） 戸塚　静海 昌運の弟
42 吉村　尚庵 嘉永3年8月27日 春林軒
78
79
43 神　　元章 嘉永5年閏2月13日 春林軒
44 今　　春碩 （嘉永6年8月） 多紀　楽真 土生玄昌へも
45 伊崎　寿仙 （嘉永6年8月） 杉田　伯玄
46 窪田　文堆 安政2年12月朔日 春林軒 青森の町医
47 佐々木元亨 安政4年 伊東　玄朴 象先堂 長崎でも修業，玄沖の子
安政4年12月11日 春林軒
48 會津　元淳 安政7年3月14日 春林軒 板柳村の在村医
49 多田　文齢 万延元年10月 春林軒 鰺ヶ沢町の在村医
50 花田　李庵 万延元年10月 春林軒 鰺ヶ沢町の在村医
51 木村　滝弥 文久元年11月 福沢　諭吉 慶応義塾 坂井氏論文による
52 工藤浅次郎 文久元年11月 福沢　諭吉 慶応義塾 坂井氏論文による
53 島田　玄栄 文久2年5月16日 伊東　玄朴 象先堂
54 吉崎　豊作 元治2年正月晦日 福沢　諭吉 慶応義塾
55 笹　涛之助 元治2年3月 広瀬　元恭 時習堂 笹衛之助のことか
56 神　辰太郎 慶応元年閏5月20日 福沢　諭吉 慶応義塾
57 佐藤　弥六 慶応元年閏5月20日 福沢　諭吉 慶応義塾
慶応4年1月26日 広瀬　元恭 時習堂
58 白戸　雄司 慶応元年閏5月20日 福沢　諭吉 慶応義塾
59 笹　衛之助 慶応元年8月朔日 福沢　諭吉 慶応義塾 元治元年9月には在塾
60 樋口左馬之介 慶応元年10月15日 福沢　諭吉 慶応義塾
61 田中小源太 慶応3年7月 福沢　諭吉 慶応義塾
62 三浦　清俊 慶応3年7月 福沢　諭吉 慶応義i塾
63 南　　了淳 不明（幕末期） 伊東　玄朴 象先堂 青森の町医者
64 飯野　登助 明治元年9月25日 福沢　諭吉 慶応義塾 黒石の野添村出身
65 成田五十穂 明治2年2月14日 福沢　諭吉 慶応義塾
66 菊池　九郎 明治2年8月20日 福沢　諭吉 慶応義塾
67 武藤雄五郎 明治2年8月20日 福沢　諭吉 慶応義塾
68 間宮　求馬 明治2年8月20日 福沢　諭吉 慶応義塾
69 寺井　純司 明治2年8月20日 福沢　諭吉 慶応義塾
70 出町　大助 明治2年12月9日 福沢　諭吉 慶応義塾
7ユ 鎌田文治郎 明治2年12月9日 福沢　諭吉 慶応義塾
72 須藤　寛平 明治2年12月9日 福沢　諭吉 慶応義塾
73 武田　虎彦 明治2年12月14日 福沢　諭吉 慶応義塾 坂井氏論文では明治3年
74 小野　圭庵 明治3年8月 伊東　玄朴 象先堂
75 青沼観之助 明治3年閏10月3日 福沢　諭吉 慶応義塾
76 木村健太郎 明治4年5月3日 福沢　諭吉 慶応義塾
77 須藤保次郎 明治4年5月3日 福沢　諭吉 慶応義塾
78 竹森　徳馬 明治4年5月23日 福沢　諭吉 慶応義塾
79 小山内敬三 明治4年5月23日 福沢　諭吉 慶応義塾 坂井氏論文では6月
80 小野　武衛 明治4年7月3日 福沢　諭吉 慶応義塾
81 篠崎　左一 明治4年7月3日 福沢　諭吉 慶応義塾
※出典　「国日記」，『津軽医事文化史料集成』御国日記下，『御用格』第1次追録本上巻，「伊東春昌日
　　　　記」，「載書」，「社盟録」，「春林軒門人録」，「迎翠堂門人帳」，「京都の医学史』資料編，『伊
　　　　東玄朴伝』，「慶雁義塾入社帳」，坂井達朗「幕末・明治初年の弘前藩と慶応義塾　「江戸日
　　　　記」を史料として一」（「近代日本研究』第10巻，1993年）
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場
合
や
、
在
村
医
や
町
医
の
場
合
も
れ
て
い
る
者
も
あ
る
と
思
う
が
、
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
②
種
痘
の
受
容
一
応
の
傾
向
　
こ
の
よ
う
に
蘭
学
を
志
す
者
が
多
く
な
っ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
成
果
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
現
れ
た
の
か
を
検
証
す
る
事
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
例
と
し
て
種
痘
の
受
容
に
焦
点
を
あ
て
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
周
知
の
通
り
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
六
月
長
崎
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
モ
ー
ニ
ッ
ケ
に
よ
る
牛
痘
種
痘
の
成
功
に
つ
い
で
、
各
地
へ
の
痘
苗
の
伝
播
が
は
じ
ま
る
。
九
州
地
方
で
は
翌
嘉
永
三
年
ま
で
に
は
か
な
り
の
地
域
ま
で
広
ま
り
、
長
州
藩
で
は
青
木
周
弼
の
指
導
に
よ
る
嘉
永
二
～
四
年
の
計
画
的
な
実
施
、
緒
方
洪
庵
ら
に
よ
る
大
坂
で
の
実
施
、
や
や
遅
れ
て
伊
東
玄
朴
ら
に
よ
る
江
戸
で
の
実
施
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
（1
1
）
る
。
ま
た
越
前
藩
に
お
い
て
は
笠
原
良
策
（
白
翁
）
が
嘉
永
二
年
十
一
月
末
か
ら
精
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
力
的
に
領
内
で
種
痘
を
実
施
し
た
こ
と
も
有
名
で
あ
る
。
　
弘
前
藩
領
に
お
い
て
は
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
四
月
に
秋
田
の
医
者
板
垣
利
齋
が
木
造
（
現
西
津
軽
郡
木
造
町
）
あ
た
り
で
三
十
人
程
に
種
痘
を
実
施
し
、
い
ず
れ
も
順
痘
で
あ
っ
た
の
で
さ
ら
に
逗
留
を
し
た
い
と
い
う
報
告
が
藩
に
届
い
て
い
る
の
が
、
種
痘
実
施
の
最
初
の
よ
う
で
あ
る
。
少
し
煩
雑
に
な
る
が
そ
の
記
録
を
左
に
す
　
　
　
　
（
1
3
）
示
し
て
お
く
。
　
　
　
　
　
　
嘉
永
五
年
四
月
十
四
日
　
　
一
、
三
奉
行
申
出
候
、
北
岡
太
淳
申
出
書
付
被
成
御
渡
吟
味
之
処
、
秋
田
医
生
　
　
　
板
垣
利
齋
元
来
種
痘
法
案
内
二
付
此
頃
木
造
辺
二
而
三
十
人
程
種
痘
仕
候
処
、
　
　
　
何
れ
も
順
痘
に
で
き
追
々
望
人
も
御
座
候
に
付
、
今
暫
逗
留
仕
度
旨
願
出
否
　
　
　
私
共
二
而
し
か
と
試
申
度
奉
存
候
間
、
願
出
之
通
今
暫
逗
留
被
仰
付
度
旨
、
　
　
　
別
二
差
障
之
筋
も
無
之
候
間
太
淳
申
出
之
趣
御
聞
届
被
仰
付
候
様
、
試
之
上
　
　
　
可
否
早
速
申
出
候
様
と
も
被
仰
付
候
様
、
沙
汰
之
通
、
　
　
（
三
奉
行
と
は
町
奉
行
・
勘
定
奉
行
・
郡
奉
行
を
さ
す
。
ま
た
、
北
岡
太
淳
は
　
　
後
述
す
る
が
医
学
館
頭
取
で
あ
る
。
）
　
一
方
、
板
垣
利
齋
の
動
き
に
刺
激
さ
れ
た
た
め
か
、
弘
前
藩
医
の
中
で
も
種
痘
を
実
施
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
っ
た
。
同
年
四
月
二
十
三
日
に
は
藩
医
唐
牛
昌
運
が
牛
痘
種
の
買
い
下
し
願
い
を
藩
に
申
請
し
て
お
り
、
三
奉
行
か
ら
許
可
に
な
っ
て
い
（1
4
）
る
。　
し
か
し
、
こ
の
牛
痘
種
の
買
い
下
し
が
具
体
化
し
た
の
は
、
同
年
末
に
な
っ
て
か
ら
の
よ
う
で
、
残
念
な
が
ら
弘
前
藩
に
お
い
て
は
積
極
的
な
種
痘
の
導
入
は
図
ら
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
次
の
嘉
永
六
年
二
月
二
十
九
日
の
記
事
か
ら
判
明
す
る
。
　
　
一
、
三
奉
行
申
出
候
、
唐
牛
昌
運
弟
昌
考
儀
牛
痘
御
買
下
之
儀
、
私
共
沙
汰
申
　
　
　
上
候
通
下
被
仰
付
、
先
頃
右
種
勘
定
所
江
相
達
候
二
付
、
昌
運
江
相
渡
候
旨
　
　
　
御
聞
届
被
仰
付
候
様
、
　
三
奉
行
が
牛
痘
種
の
買
い
下
し
を
許
可
し
た
も
の
の
、
実
際
に
種
が
勘
定
所
に
届
い
た
の
は
「
先
頃
」
と
あ
り
、
四
月
か
ら
か
な
り
時
間
が
経
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
唐
牛
昌
運
の
牛
痘
種
買
い
下
し
願
い
は
本
人
の
弟
昌
考
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
唐
牛
兄
弟
に
つ
い
て
少
し
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
兄
昌
運
は
弘
前
藩
医
で
天
保
六
年
か
ら
同
九
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
｝
（
一
八
三
五
～
三
八
）
ま
で
江
戸
と
京
都
で
学
ん
で
い
る
が
師
匠
は
不
明
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
江
戸
で
は
杉
田
成
卿
に
学
ん
だ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
成
卿
は
ま
だ
坪
井
信
道
に
学
ん
で
い
た
頃
で
あ
り
、
疑
問
が
残
る
。
　
さ
て
弟
の
昌
考
で
あ
る
が
、
嘉
永
元
年
か
ら
同
五
年
（
一
八
四
八
～
五
二
）
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
∀
江
戸
で
戸
塚
静
海
の
下
で
学
ん
で
い
る
。
静
海
に
つ
い
て
の
紹
介
は
省
く
が
、
昌
考
が
入
門
し
た
当
時
は
島
津
斉
彬
の
侍
医
で
あ
っ
た
。
牛
種
痘
法
皆
伝
者
で
あ
る
昌
（1
9
）
孝
は
、
兄
昌
運
を
通
し
て
藩
の
費
用
で
牛
痘
種
を
江
戸
か
ら
国
元
に
下
し
て
も
ら
っ
て
い
る
ほ
か
、
幕
府
で
も
「
種
痘
之
儀
ハ
御
仁
政
第
一
之
儀
二
付
」
と
し
て
い
る
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
で
、
江
戸
藩
邸
で
は
国
元
で
の
普
及
を
希
望
し
て
い
た
。
　
夏
に
入
り
弘
前
で
は
格
別
の
大
暑
の
た
め
牛
痘
種
が
種
枯
れ
や
燥
種
に
な
り
、
嘉
80
福井敏隆［幕末期弘前藩における種痘の受容と医学館の創立］
永
六
年
九
月
に
は
国
元
へ
の
再
度
の
種
下
げ
渡
し
を
兄
昌
運
が
藩
に
要
求
す
る
な
學
種
痘
は
必
ず
し
も
順
調
に
普
及
し
て
三
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
・
江
戸
で
の
種
痘
の
浸
透
ぶ
り
と
国
元
で
の
種
痘
に
対
す
る
受
け
止
め
方
に
は
か
な
り
の
温
度
差
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
昌
考
は
嘉
永
六
年
正
月
に
種
痘
普
及
の
た
め
に
一
枚
刷
の
広
め
札
（
図
）
を
作
成
し
て
い
る
が
、
そ
の
文
面
に
よ
れ
ば
、
江
戸
の
町
医
者
桑
田
立
斎
（
一
八
一
一
～
六
八
）
か
ら
牛
痘
法
を
学
ん
だ
こ
と
が
判
明
す
る
。
一
枚
刷
を
作
成
し
普
及
に
努
め
た
こ
と
自
体
、
立
斎
の
や
り
方
を
真
似
し
た
も
の
だ
と
い
（望
・
つ
。
　
ま
た
種
痘
が
城
下
弘
前
で
普
及
し
な
か
っ
た
の
は
技
術
的
な
面
で
も
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
豪
商
金
木
屋
の
一
族
で
商
売
に
失
敗
し
城
下
弘
前
の
西
方
一
里
程
に
位
置
す
る
賀
田
村
（
現
中
津
軽
郡
岩
木
町
賀
田
）
に
隠
棲
し
て
い
た
武
田
敬
之
は
、
自
身
の
「
日
記
」
に
「
弘
前
庖
瘡
最
中
流
行
也
、
植
庖
瘡
、
唐
牛
二
男
下
手
に
て
評
　
　
（
2
3
）
判
悪
し
」
と
記
載
し
て
お
り
、
意
気
込
み
と
は
違
い
、
昌
考
の
技
術
は
高
く
な
か
つ
た
ら
し
い
。
こ
の
た
め
か
、
翌
安
政
元
年
八
月
、
昌
考
が
牛
種
痘
の
開
業
を
願
い
出
　
　
　
　、
榎
奮
～
・
」
怯
欝
舅
の
事
》
し
し
バ
．
鞭
渡
嘉
轟
永
言
ゐ
今
竣
蘭
弛
ー
僕
ー
？
干
あ
纏
聾
齢
獣
ξ
．
ヱ
・
れ
ゼ
寮
ふ
ぷ
の
如
く
↑
7
鶏
宝
悟
顯
鋲
え
ふ
脳
・
了
餐
法
欝
・
劇
》
李
炎
て
ー
眠
ヂ
♪
；
於
雰
・
蓉
9
喧
裕
｝
≧
是
竃
㌢
▲
徹
螢
射
ぷ
羅
痔
4
樽
窟
を
夢
を
牢
↑
㌣
8
ぺ
鞍
4
5
て
ぐ
／
召
｜
角
　
　宕
蚤
審
ヱ
キ
ふ
月
　
　
　
　
唐
牛
昌
考
怨
廻
　　　　　　唐牛昌考の種痘改め札
松木明知・花田要一編『津軽医事文化史料集成』続
（岩波ブックセンター）より
た
時
、
①
牛
種
痘
が
新
し
い
方
法
で
あ
る
た
め
人
々
の
信
用
が
薄
い
、
②
種
痘
の
技
術
が
未
熟
な
た
め
再
患
や
難
痘
の
者
も
出
て
い
る
、
③
政
治
向
き
に
余
り
関
わ
り
な
く
弘
前
で
信
用
が
な
い
、
と
い
う
理
由
で
、
三
奉
行
は
開
業
申
請
を
仲
介
し
た
兄
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
運
と
近
習
医
者
の
小
嶋
元
岱
に
断
っ
て
い
る
。
　
安
政
四
年
十
月
、
幕
命
で
蝦
夷
地
へ
種
痘
に
赴
き
江
戸
に
帰
る
桑
田
立
斎
が
持
っ
て
い
る
牛
種
痘
が
過
半
余
っ
た
の
を
知
り
、
兄
昌
運
が
そ
れ
を
使
用
し
た
い
と
藩
に
要
請
し
た
が
、
藩
で
は
種
痘
が
定
着
し
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
申
請
を
却
下
し
て
　
（
2
5
）
お
り
、
こ
の
時
期
に
な
っ
て
も
藩
自
体
に
は
種
痘
を
積
極
的
に
推
進
し
よ
う
と
い
う
意
気
込
み
は
な
か
っ
た
。
③
種
痘
の
普
及
　
唐
牛
兄
弟
の
種
痘
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
あ
る
程
度
種
痘
を
成
功
さ
せ
、
普
及
し
て
い
っ
た
佐
々
木
元
俊
に
今
度
は
注
目
し
た
い
。
幕
末
期
に
弘
前
藩
の
蘭
方
医
と
し
て
活
躍
し
た
元
俊
は
、
城
下
弘
前
の
町
医
者
秀
庵
の
長
子
で
、
父
を
助
け
て
町
医
者
を
し
て
い
た
が
、
三
十
一
歳
の
時
一
念
発
起
し
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
江
戸
に
上
っ
た
。
以
下
、
竹
内
運
平
の
『
郷
土
叢
書
第
六
輯
　
佐
々
　
　
　
　
（
2
6
）
木
元
俊
先
生
』
等
を
も
と
に
、
元
俊
の
種
痘
普
及
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
く
。
　
さ
て
、
元
俊
は
江
戸
で
藩
儒
兼
松
成
言
の
知
遇
を
受
け
杉
田
成
卿
の
下
で
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
自
費
で
の
修
業
は
苦
し
く
、
国
元
か
ら
の
送
金
も
滞
り
が
ち
で
あ
っ
た
た
め
、
実
弟
の
足
軽
目
付
工
藤
健
三
郎
（
工
藤
家
の
養
子
に
な
っ
て
い
た
）
が
、
自
分
の
給
分
か
ら
月
々
二
人
扶
持
を
兄
元
俊
へ
援
助
す
る
こ
と
を
藩
に
願
い
出
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
て
許
可
に
な
っ
て
い
る
。
後
に
は
藩
で
も
蘭
学
を
熱
心
に
学
ん
で
い
る
元
俊
へ
経
済
的
援
助
を
す
る
こ
と
に
し
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
九
月
に
修
行
中
三
人
扶
持
を
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
支
給
す
る
こ
と
に
し
た
。
同
三
年
に
は
い
っ
た
ん
藩
か
ら
帰
国
命
令
が
出
さ
れ
る
蝉
元
俊
は
帰
国
せ
ず
修
業
を
続
け
て
い
る
・
安
政
四
年
正
月
に
は
自
費
で
来
春
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
で
修
業
を
し
た
い
と
藩
に
申
し
出
て
許
可
に
な
っ
て
い
る
。
つ
い
で
安
政
六
年
六
月
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に
は
、
藩
か
ら
七
人
扶
持
と
勤
料
三
人
扶
持
が
支
給
さ
れ
、
小
普
請
医
と
し
て
薪
規
に
召
し
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
弟
工
藤
健
三
郎
か
ら
受
け
て
い
た
援
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
助
の
二
人
扶
持
を
同
人
へ
返
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
元
俊
は
麻
布
北
山
伏
井
戸
で
開
業
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
間
、
著
述
に
も
精
を
出
し
て
い
る
。
安
政
四
年
に
は
ク
ラ
メ
ル
ス
の
辞
書
を
翻
訳
し
『
蕃
語
象
背
』
と
題
し
て
出
版
し
た
。
こ
の
外
に
『
練
鉄
訓
象
』
『
厚
生
舎
密
』
と
い
う
著
書
も
あ
る
。
こ
の
二
冊
は
江
戸
修
行
中
に
著
し
た
も
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
書
名
を
見
る
と
医
学
書
で
は
な
く
科
学
書
の
よ
う
で
あ
り
、
弘
前
に
戻
っ
て
か
ら
の
著
述
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
江
戸
で
の
修
行
中
に
、
元
俊
は
神
田
孝
平
（
後
の
元
老
院
議
官
・
貴
族
院
議
員
）
や
柳
河
春
三
（
後
に
日
本
人
の
手
に
よ
る
最
初
の
新
聞
『
中
外
新
聞
』
を
発
行
）
等
と
親
交
が
あ
り
、
佐
久
間
象
山
・
勝
海
舟
等
と
も
知
り
合
い
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
　
さ
て
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
七
月
に
元
俊
は
幕
府
か
ら
蕃
書
調
所
物
産
学
出
役
へ
の
打
診
を
受
け
る
が
、
藩
で
は
そ
れ
を
断
り
帰
国
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
年
元
俊
を
国
元
へ
返
す
こ
と
は
当
初
か
ら
決
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
幕
府
で
は
い
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
∀
ん
断
ら
れ
た
後
も
、
再
度
蕃
書
調
所
へ
の
出
役
要
請
を
し
て
お
り
、
幕
府
が
元
俊
を
高
く
評
価
し
て
い
た
側
面
が
伺
わ
れ
る
。
元
俊
は
こ
の
年
八
月
末
ま
で
に
は
帰
国
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
た
ら
し
く
、
嘉
永
四
年
改
の
「
分
限
元
帳
」
に
は
、
元
俊
の
と
こ
ろ
に
「
文
久
元
酉
九
月
十
二
日
蘭
学
士
取
扱
被
仰
付
候
」
と
見
え
て
い
る
。
後
述
す
る
が
、
医
学
館
の
蘭
学
担
当
者
と
し
て
元
俊
を
迎
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
　
元
俊
は
国
元
に
帰
っ
て
か
ら
藩
内
の
種
痘
普
及
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
ず
文
久
二
年
種
痘
館
の
設
立
を
医
学
頭
取
北
岡
太
淳
を
通
し
て
藩
に
申
し
出
、
五
力
年
返
済
と
い
う
条
件
付
き
で
金
一
五
〇
両
の
拝
借
を
許
さ
れ
、
医
学
館
内
部
に
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
い
て
の
設
立
を
許
可
さ
れ
る
。
種
痘
館
は
病
院
を
兼
務
し
、
種
痘
の
日
に
は
種
痘
を
受
け
る
者
の
名
前
及
び
痘
の
真
・
仮
を
調
べ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
在
村
や
浦
々
で
は
種
痘
を
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
医
生
に
よ
り
種
痘
が
実
施
さ
れ
、
種
痘
を
受
け
た
者
の
名
前
を
医
学
館
へ
差
し
出
す
決
ま
り
で
あ
っ
た
。
最
終
的
に
は
種
痘
を
受
け
た
者
の
名
簿
は
医
学
館
か
ら
さ
ら
に
御
用
所
へ
差
し
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
在
村
や
浦
々
で
種
痘
を
す
る
医
生
は
医
学
館
に
寄
宿
し
種
痘
法
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
藩
が
費
用
を
持
つ
人
数
は
五
人
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
他
の
医
生
は
自
費
で
寄
宿
し
て
種
痘
法
を
学
ば
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
元
俊
の
行
っ
た
種
痘
の
実
態
に
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
い
て
は
、
文
久
二
年
の
次
の
記
事
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
〇
三
月
五
日
、
領
内
ノ
士
民
二
諭
シ
テ
普
ク
種
痘
ス
ベ
キ
ヲ
奨
励
ス
。
先
頃
、
　
　
医
師
唐
牛
昌
考
ナ
ル
モ
ノ
種
痘
法
ヲ
開
キ
タ
ル
モ
、
士
民
其
致
ヲ
疑
フ
テ
広
ク
　
　
行
ハ
レ
ズ
。
此
時
、
医
師
蘭
学
士
佐
々
木
元
俊
江
戸
二
於
テ
其
術
ヲ
研
究
帰
藩
　
　
シ
、
広
ク
之
ヲ
行
ハ
ン
ト
ス
、
伍
テ
資
金
ヲ
貸
与
シ
テ
種
痘
館
ヲ
建
設
セ
シ
メ
、
　
　
元
俊
奮
テ
其
事
二
任
ジ
、
遠
週
二
奔
走
シ
テ
施
療
ヲ
為
シ
、
又
諄
々
其
理
ヲ
説
　
　
諭
シ
テ
其
敷
ヲ
悟
了
セ
シ
メ
、
漸
ク
ニ
シ
テ
領
内
普
ク
之
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得
ル
　
　
ニ
至
リ
タ
リ
。
後
明
治
初
年
二
至
ル
マ
デ
元
俊
ハ
追
々
其
法
ヲ
他
ノ
医
師
二
伝
　
　
へ
、
又
親
カ
ラ
種
痘
ヲ
施
シ
タ
ル
数
二
万
人
二
及
ビ
タ
リ
ト
云
フ
。
　
唐
牛
兄
弟
の
種
痘
実
施
が
成
功
し
な
か
っ
た
あ
と
、
元
俊
に
よ
っ
て
城
下
弘
前
の
み
な
ら
ず
藩
内
に
お
い
て
も
漸
く
種
痘
が
定
着
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
説
に
は
元
俊
は
自
宅
に
お
い
て
無
償
で
種
痘
を
実
施
し
た
ほ
か
、
妻
ま
さ
子
も
種
痘
を
実
施
し
た
と
い
わ
れ
、
元
俊
の
弟
玄
悌
の
妻
ま
つ
子
も
手
伝
い
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
　
（
3
7
）
い
る
。
④
蘭
学
と
蘭
薬
　
前
述
し
た
よ
う
に
、
弘
前
藩
領
に
蘭
学
が
入
っ
て
来
た
の
は
文
化
年
間
以
降
と
思
わ
れ
る
が
、
藩
と
し
て
は
蘭
学
そ
の
も
の
を
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
の
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
ろ
う
か
。
「
国
」
に
あ
る
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
九
月
の
記
事
が
手
が
か
り
と
な
る
。　
　
一
　
古
郡
道
作
申
出
候
、
佐
々
木
元
沖
儀
蘭
学
医
道
必
要
之
書
籍
井
眼
療
葡
萄
　
　
　
　
酒
制
（
精
）
伝
授
こ
て
、
入
用
金
同
人
手
段
二
及
兼
候
二
付
、
御
物
入
を
82
福井敏隆［幕末期弘前藩における種痘の受容と医学館の創立］
　
　
　
以
右
書
籍
写
取
学
問
所
御
蔵
書
被
仰
付
、
右
謝
礼
金
井
諸
入
用
金
拾
五
両
三
　
　
　
歩
（
分
）
其
時
之
渡
方
被
仰
付
度
申
出
、
（
下
略
）
〔
（
）
は
筆
者
補
正
、
　
　
　
以
下
同
じ
〕
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
藩
で
は
元
沖
の
申
し
出
に
よ
り
、
蘭
書
を
写
さ
せ
学
問
所
の
蔵
書
と
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
管
見
の
限
り
で
は
藩
が
蘭
学
に
対
し
て
初
め
て
援
助
を
さ
し
の
べ
た
例
と
し
て
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
つ
い
で
翌
年
七
月
の
次
の
記
（3
9
＞
事
も
重
要
で
あ
る
。
　
　
一
　
表
医
者
佐
々
木
元
沖
申
出
候
、
蘭
薬
井
諸
道
具
買
調
御
国
元
へ
持
参
二
付
、
　
　
　
御
金
拝
借
之
儀
申
出
、
金
五
両
こ
て
要
用
の
諸
道
具
調
兼
候
間
、
今
金
五
両
　
　
　
拝
借
之
儀
不
得
止
事
相
聞
え
候
間
、
（
下
略
）
　
元
沖
は
結
局
藩
か
ら
十
両
を
出
し
て
も
ら
っ
て
蘭
薬
や
諸
道
具
を
調
え
て
お
り
、
積
極
的
と
ま
で
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
藩
当
局
に
蘭
学
に
対
し
て
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
て
も
よ
い
と
思
う
。
ち
な
み
に
、
元
沖
は
前
述
し
た
元
俊
の
従
兄
弟
で
あ
り
、
元
俊
が
蘭
学
に
目
覚
め
さ
せ
る
契
機
を
作
っ
た
人
物
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。　
し
か
し
、
こ
の
後
「
国
」
に
は
蘭
学
や
蘭
薬
と
い
っ
た
記
事
は
見
え
ず
、
再
び
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
れ
る
の
は
三
十
年
後
の
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
五
月
の
こ
と
で
あ
る
。
　
　
一
　
近
年
蘭
学
執
行
登
被
仰
付
追
々
増
登
も
可
被
仰
付
候
へ
共
、
外
芸
と
違
兼
　
　
　
而
聞
及
も
無
之
儀
二
付
、
一
向
心
得
無
之
族
罷
登
候
て
は
ハ
、
早
速
習
熟
二
　
　
　
至
兼
候
趣
相
聞
得
候
間
、
蘭
学
志
之
族
へ
兼
而
蘭
書
読
習
せ
置
候
ハ
可
然
二
　
　
　
付
、
　
（
下
略
）
　
こ
の
記
事
か
ら
、
弘
前
藩
に
お
い
て
も
幕
末
期
に
蘭
学
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
様
子
は
読
み
と
れ
る
が
、
「
兼
而
聞
及
も
無
之
儀
二
付
」
と
あ
る
よ
う
に
、
藩
当
局
者
に
と
っ
て
は
勿
論
、
蘭
学
を
学
び
た
い
と
い
う
医
師
に
と
っ
て
も
蘭
学
は
目
新
し
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
文
政
期
の
佐
々
木
元
沖
の
蘭
学
・
蘭
書
・
蘭
薬
導
入
と
い
っ
た
も
の
が
、
藩
の
政
策
と
し
て
必
ず
し
も
受
け
継
が
れ
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
点
は
、
前
述
し
た
種
痘
の
導
入
に
消
極
的
だ
っ
た
藩
当
局
の
対
応
と
見
事
に
符
合
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
た
だ
、
一
方
で
蘭
薬
の
販
売
は
藩
内
で
も
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
市
販
薬
の
中
に
い
く
つ
か
名
前
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
の
次
の
記
事
　
　
　
　
　
（
4
1
）
が
参
考
に
な
る
。
　
　
］
　
勘
定
奉
行
申
出
候
、
他
領
合
薬
井
薬
種
近
年
狼
二
入
込
、
其
上
越
後
笹
川
　
　
　
屋
平
治
と
申
者
御
医
者
井
在
町
医
よ
り
薬
種
注
文
引
受
差
下
、
（
中
略
）
　
　
一
　
血
之
薬
（
左
に
月
下
と
あ
り
）
　
一
三
蔵
円
　
一
　
ホ
ル
ト
ス
　
　
一
　
ウ
ユ
ル
ス
○
　
■
犀
円
　
一
　
桑
清
円
　
一
　
竜
眼
肉
円
　
　
右
七
品
大
坂
下
こ
て
本
町
金
木
屋
庄
七
商
売
罷
有
候
へ
共
、
右
両
人
合
薬
こ
て
　
　
渡
世
い
た
し
居
候
儀
ニ
ハ
之
無
、
（
下
略
）
　
こ
こ
に
見
え
る
「
ホ
ル
ト
ス
」
「
ウ
ユ
ル
ス
」
は
周
知
の
通
り
、
蘭
薬
と
見
な
さ
れ
て
い
る
薬
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
蘭
薬
の
使
用
が
弘
前
藩
領
で
も
行
わ
れ
て
い
た
証
左
に
は
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
記
事
は
領
内
に
「
近
年
狼
二
入
込
」
ん
だ
薬
を
取
り
締
ま
る
内
容
で
あ
り
、
藩
で
は
翌
年
九
月
次
の
よ
う
な
対
策
を
打
ち
出
し
て
行
く
の
　
　
（
4
2
）
で
あ
る
。
　
　
一
　
北
岡
太
淳
申
出
候
、
合
薬
締
向
之
儀
二
付
委
細
書
面
之
通
申
出
候
間
、
　
　
　
（
中
略
）
此
ケ
条
申
出
之
通
青
森
・
鰺
ヶ
沢
町
奉
行
へ
被
仰
付
候
様
、
在
方
　
　
　
ヘ
ハ
郡
奉
行
二
て
可
申
付
奉
存
候
、
血
之
薬
・
三
蔵
円
・
ホ
ル
ト
ス
・
ウ
ユ
　
　
　
ル
ス
・
桑
清
丸
・
竜
眼
肉
円
口
司
令
丸
・
牛
黄
丸
、
右
七
品
（
実
際
は
八
品
）
　
　
　
薬
種
屋
共
二
て
差
下
、
取
次
所
へ
差
置
候
様
兼
而
被
仰
付
候
二
付
、
右
締
向
　
　
　
申
上
候
様
被
仰
付
左
二
、
（
中
略
）
ホ
ル
ト
ス
ロ
ウ
ユ
ル
ス
ロ
桑
清
丸
共
下
　
　
　
剤
二
御
座
候
て
、
為
差
奇
薬
二
も
無
御
座
候
、
（
下
略
）
　
こ
こ
で
は
、
前
述
し
た
七
点
の
薬
が
す
で
に
領
内
に
広
く
出
回
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
と
共
に
、
流
通
面
で
取
締
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
薬
の
効
能
に
問
題
が
有
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
桑
清
丸
と
共
に
「
ホ
ル
ト
ス
」
「
ウ
ユ
ル
ス
」
は
下
剤
と
し
て
さ
し
た
る
奇
薬
で
は
な
い
と
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
一
方
、
蘭
薬
の
偽
物
が
出
回
る
事
態
も
あ
っ
た
。
次
の
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
83
国立歴史民俗博物館研究報告
　　第116集2004年2月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
十
二
月
記
事
は
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
　
　
一
　
北
岡
太
淳
申
出
候
、
近
来
小
児
虫
薬
セ
メ
ン
シ
ー
ナ
一
統
相
用
得
多
分
効
　
　
　
能
も
御
座
候
処
、
京
都
よ
り
セ
メ
ン
シ
ー
ナ
丸
ト
申
薬
相
廻
在
浦
々
こ
て
相
　
　
　
用
罷
有
候
へ
共
、
他
領
合
薬
御
差
留
以
来
是
迄
合
用
候
族
不
自
由
之
様
二
申
　
　
　
唱
候
、
尤
右
丸
薬
ハ
セ
メ
ン
シ
ー
ナ
ニ
丸
薬
仕
候
儀
ニ
ハ
無
御
座
与
得
穿
馨
　
　
　
仕
候
処
、
先
年
五
所
川
原
村
笹
森
太
周
京
都
神
宮
涼
庭
門
人
秦
健
蔵
と
申
者
、
　
　
　
松
前
通
行
之
節
承
書
留
置
其
後
同
人
相
談
試
候
処
、
大
二
効
能
有
之
候
へ
共
、
　
　
　
手
広
く
差
出
候
儀
ハ
御
締
二
付
勘
酌
仕
罷
有
候
由
、
然
二
前
書
申
上
候
通
不
　
　
　
自
由
申
唱
候
族
多
分
有
之
候
二
付
、
右
方
医
学
館
こ
て
相
製
一
統
へ
差
出
度
　
　
　
儀
申
出
之
通
申
付
之
、
　
　
※
五
所
川
原
村
（
現
青
森
県
五
所
川
原
市
）
　
小
児
の
虫
下
し
用
に
使
用
さ
れ
て
い
た
蘭
薬
「
セ
メ
ン
シ
ー
ナ
」
の
偽
薬
が
、
セ
メ
ン
シ
ー
ナ
丸
と
し
て
丸
薬
の
形
態
で
流
通
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
五
所
川
原
村
の
在
医
笹
森
太
周
が
京
都
神
宮
涼
庭
門
人
秦
健
蔵
と
計
っ
て
製
造
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
な
り
に
効
能
は
発
揮
し
て
お
り
、
他
領
か
ら
入
っ
て
く
る
合
薬
に
神
経
を
と
が
ら
せ
て
い
た
医
学
館
は
、
こ
の
セ
メ
ン
シ
ー
ナ
丸
を
同
館
で
作
製
す
る
こ
と
に
決
め
た
の
で
あ
る
。
今
ま
で
名
前
の
出
て
き
た
蘭
薬
は
「
ホ
ル
ト
ス
」
「
ウ
ユ
ル
ス
」
「
セ
メ
ン
シ
ー
ナ
」
の
三
種
の
み
で
あ
る
が
、
幕
末
期
に
は
弘
前
藩
領
で
も
蘭
薬
が
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
⑤
医
学
館
の
創
立
　
弘
前
藩
は
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
儒
学
の
教
授
を
中
心
と
す
る
藩
校
稽
古
館
を
創
設
す
る
が
、
学
科
に
医
学
も
取
り
入
れ
ら
れ
医
学
書
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
の
寛
政
六
年
七
月
の
記
事
が
そ
れ
で
あ
る
。
　
　
一
　
於
評
定
所
医
書
講
談
被
仰
付
候
間
、
三
上
道
隆
・
北
岡
太
本
申
合
相
勤
候
　
　
　
様
、
中
村
本
川
・
松
井
了
琢
江
申
遣
之
、
　
三
上
道
隆
は
前
述
し
た
三
上
隆
圭
と
は
従
兄
弟
に
あ
た
る
。
北
岡
太
本
は
後
述
す
る
医
学
館
頭
取
を
勤
め
る
事
に
な
る
太
淳
の
父
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
は
蘭
学
の
導
入
が
図
ら
れ
た
形
跡
は
な
い
。
た
だ
し
、
医
道
御
用
懸
に
任
命
さ
れ
た
医
者
は
新
興
の
医
者
が
多
く
、
後
の
医
学
館
創
立
時
に
関
わ
り
を
持
つ
医
者
の
親
世
代
の
者
が
多
い
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
具
体
的
に
見
て
み
る
と
、
同
年
十
二
月
の
記
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
　
　
一
　
於
同
所
（
鷺
之
間
）
永
孚
申
渡
之
覚
　
　
　
伊
藤
（
伊
東
）
春
益
　
古
郡
道
作
　
広
瀬
道
節
　
伊
崎
三
隆
　
三
上
道
隆
　
　
　
小
山
内
玄
貞
　
三
上
耕
庵
　
北
岡
太
本
　
中
村
本
川
　
松
井
了
琢
　
小
嶋
　
　
　
杏
栄
　
　
　
右
学
校
中
医
道
御
用
懸
被
仰
付
候
、
尤
春
益
儀
右
御
用
懸
頭
取
被
仰
付
之
、
　
　
（
永
孚
は
津
軽
永
孚
と
い
い
、
家
老
で
稽
古
館
担
当
で
あ
る
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
　
頭
取
と
な
っ
た
伊
東
春
益
は
父
杏
益
が
町
医
者
か
ら
藩
医
に
な
っ
た
家
柄
で
あ
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
広
瀬
道
節
は
祖
父
養
元
の
時
町
医
か
ら
藩
医
に
な
っ
た
家
柄
で
あ
り
、
三
上
耕
庵
は
前
述
し
た
隆
圭
の
父
で
あ
り
、
中
村
本
川
は
御
用
懸
に
な
る
直
前
ま
で
代
々
町
医
で
　
　
〔
4
8
）
あ
っ
た
。
小
嶋
杏
栄
は
祖
先
が
享
保
年
間
に
小
嶋
村
（
現
弘
前
市
富
栄
）
を
開
村
し
た
豪
農
小
嶋
長
兵
衛
で
あ
り
、
父
杏
庵
が
江
戸
で
修
業
し
医
者
に
な
り
、
の
ち
藩
医
　
　
　
　
　
（
4
9
）
と
な
っ
た
家
柄
で
あ
る
。
古
郡
道
作
・
伊
崎
三
隆
・
小
山
内
玄
貞
は
代
々
藩
医
と
し
て
仕
え
て
い
る
。
　
藩
校
は
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
経
費
削
減
の
た
め
規
模
を
縮
小
さ
れ
、
城
内
三
の
丸
に
学
問
所
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
や
が
て
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
学
問
所
医
学
会
へ
の
参
加
者
は
減
少
す
る
。
そ
の
様
子
は
天
保
年
間
の
あ
た
り
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
∀
ら
顕
著
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
次
の
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
二
月
の
記
事
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
　
　
一
　
今
日
北
岡
太
淳
井
医
学
会
読
取
締
方
松
山
道
円
・
医
学
会
頭
小
山
内
玄
益
　
　
　
呼
上
之
上
、
相
渡
候
演
説
書
左
之
通
、
84
福井敏隆［幕末期弘前藩における種痘の受容と医学館の創立］
　
　
　
演
説
　
　
学
問
所
医
学
会
之
儀
二
付
去
卯
年
（
天
保
十
四
年
）
改
而
医
学
頭
井
会
読
取
締
　
　
方
被
差
立
候
、
何
れ
も
出
情
候
様
被
仰
付
も
有
之
候
処
、
兎
角
等
閑
二
差
含
候
　
　
哉
、
追
々
欠
席
之
族
多
分
有
之
旨
相
聞
得
心
得
違
之
至
二
候
へ
共
、
格
段
之
御
　
　
沙
汰
を
以
此
度
ハ
御
用
捨
被
仰
付
候
、
（
下
略
）
　
こ
の
よ
う
な
状
態
を
憂
え
た
た
め
、
学
問
所
医
学
頭
取
北
岡
太
淳
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
学
問
所
と
は
別
に
医
学
館
の
創
設
を
藩
に
願
い
出
、
医
師
の
要
請
や
資
格
審
査
を
厳
密
に
行
う
こ
と
と
、
薬
種
商
の
統
制
に
乗
り
出
す
。
長
く
な
る
が
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
に
引
用
す
る
同
年
七
月
の
記
事
は
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
医
学
館
取
立
之
儀
二
付
北
岡
太
淳
よ
り
別
紙
申
出
候
間
、
三
奉
行
へ
評
議
　
　
　
申
付
候
処
、
是
又
別
紙
之
通
申
出
候
、
尤
仕
向
委
細
之
ハ
追
々
申
出
二
寄
沙
　
　
　
汰
仕
候
間
、
（
中
略
）
和
学
堂
拝
借
仕
居
候
へ
共
不
弁
利
二
付
、
自
分
手
先
　
　
　
を
以
医
学
館
取
立
御
医
者
門
人
子
弟
等
在
町
浦
々
門
生
迄
も
昇
堂
致
せ
、
御
　
　
　
医
者
之
内
講
師
会
頭
相
立
、
尚
諸
生
へ
も
輪
講
月
々
試
業
申
付
、
修
行
五
ケ
　
　
　
年
不
相
済
内
ハ
療
治
方
不
被
仰
付
候
様
仕
候
ハ
、
医
業
之
重
き
を
心
得
一
時
　
　
　
之
凌
合
之
為
、
妄
二
配
剤
致
人
命
を
賊
ひ
候
様
成
儀
も
相
止
可
申
、
（
中
略
）
　
　
　
蘭
書
翻
釈
杯
も
会
読
致
せ
候
へ
ば
、
治
療
之
力
と
相
成
り
候
二
付
、
夫
々
会
　
　
　
読
席
相
立
申
度
、
左
候
ヘ
ハ
他
邦
聞
え
も
宣
旨
、
尤
在
医
之
内
金
子
百
両
調
　
　
　
達
之
者
有
之
二
付
、
右
を
以
学
館
建
立
、
以
後
諸
雑
費
之
儀
ハ
烏
犀
円
井
万
　
　
　
病
円
・
蘇
香
円
と
三
品
医
学
館
こ
て
調
合
之
上
薬
種
屋
共
へ
相
渡
致
せ
売
買
、
　
　
　
右
利
益
井
薬
種
屋
共
よ
り
差
出
候
役
金
を
以
手
操
い
た
し
、
（
下
略
）
　
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
太
淳
の
構
想
で
は
医
学
館
を
建
設
し
、
そ
こ
で
医
師
希
望
の
医
者
の
門
人
・
子
弟
・
在
町
浦
々
の
門
生
ま
で
教
育
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
五
年
間
を
経
過
し
な
い
者
は
治
療
行
為
が
で
き
な
い
制
限
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
現
在
の
大
学
医
学
部
の
六
年
間
の
教
育
と
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
コ
時
之
凌
合
之
為
、
妄
二
配
剤
致
人
命
を
賊
ひ
候
様
成
儀
も
相
止
可
申
」
と
述
べ
て
、
一
時
の
生
活
維
持
の
た
め
に
医
者
に
な
り
、
簡
単
に
薬
を
与
え
て
人
命
を
奪
う
こ
と
も
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
蘭
書
の
翻
訳
に
も
力
を
入
れ
治
療
に
役
だ
た
せ
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
建
設
費
と
し
て
在
医
が
調
達
し
た
百
両
を
充
て
た
い
と
し
、
維
持
費
に
は
烏
犀
円
・
万
病
円
・
蘇
香
円
の
三
点
の
薬
を
調
合
し
薬
種
屋
へ
販
売
さ
せ
、
そ
の
利
益
と
薬
種
屋
か
ら
の
役
金
を
充
て
る
構
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
も
示
し
て
い
る
。
建
設
費
の
百
両
は
、
実
際
は
太
淳
の
負
担
金
の
よ
う
で
あ
り
、
医
学
館
建
設
に
向
け
た
太
淳
の
意
気
込
み
に
は
並
々
な
ら
な
い
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
　
こ
の
後
、
医
学
館
は
旧
稽
古
館
跡
地
に
建
設
の
運
び
と
な
る
。
一
方
、
医
学
館
に
よ
る
医
師
統
制
・
薬
種
屋
統
制
に
つ
い
て
も
太
淳
の
構
想
が
実
現
化
し
て
い
く
。
煩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）
雑
に
な
る
の
で
史
料
は
挙
げ
な
い
が
、
要
点
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
①
医
者
の
子
弟
・
門
人
も
医
学
館
に
入
学
す
る
こ
と
。
②
医
者
の
門
人
や
在
町
医
の
門
人
の
医
療
技
術
試
験
は
医
学
館
頭
取
が
行
う
。
た
だ
し
、
試
験
の
願
い
は
直
接
医
学
館
へ
出
す
の
で
な
く
、
支
配
頭
を
経
由
し
て
御
用
所
へ
提
出
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
医
学
館
へ
下
さ
れ
る
方
法
を
と
る
よ
う
三
奉
行
（
町
奉
行
・
郡
奉
行
・
勘
定
奉
行
）
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
つ
い
た
。
③
盲
人
で
医
師
を
目
指
す
場
合
も
前
述
と
同
様
と
す
る
。
④
在
町
浦
々
井
黒
石
の
医
師
が
使
用
す
る
薬
種
は
、
以
後
医
学
館
に
て
取
り
扱
い
、
差
し
下
す
よ
う
に
す
る
。
た
だ
し
、
黒
石
の
場
合
は
触
れ
を
廻
さ
な
い
よ
う
に
と
い
う
三
奉
行
の
ク
レ
ー
ム
が
つ
い
た
。
⑤
他
所
の
合
薬
は
医
学
館
で
吟
味
の
上
、
検
査
の
印
形
を
す
え
る
。
印
形
の
な
い
合
薬
は
販
売
で
き
な
い
。
⑥
合
薬
売
買
は
以
後
薬
店
・
合
薬
家
業
の
者
及
び
そ
の
所
の
医
師
が
弘
前
の
合
薬
を
引
き
受
け
て
販
売
す
る
こ
と
。
他
に
家
業
を
持
ち
兼
業
で
合
薬
を
売
る
こ
と
は
禁
止
す
る
。
⑦
藩
医
や
在
町
医
で
従
来
か
ら
銘
々
製
薬
を
し
て
き
た
薬
に
つ
い
て
は
、
医
学
館
で
吟
味
を
し
改
印
を
受
け
て
か
ら
売
買
す
る
こ
と
。
　
こ
の
よ
う
に
、
内
容
的
に
は
か
な
り
医
学
館
を
優
先
し
、
従
来
の
医
師
の
活
動
や
、
薬
種
屋
の
活
動
を
制
限
す
る
色
彩
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
　
そ
れ
で
は
、
医
学
館
の
組
織
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
「
国
」
に
は
ま
と
ま
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
　
頭
　
　
取
　
北
岡
太
淳
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学
　
　
頭
　
伊
崎
三
隆
・
中
村
義
見
・
伊
東
俊
民
　
医
学
司
監
　
古
郡
玄
宜
・
唐
牛
昌
運
　
添
学
頭
手
塚
元
端
・
山
崎
忠
庵
・
今
　
春
碩
　
添
学
頭
補
　
松
井
栄
寿
・
山
辺
杏
庵
　
こ
れ
ら
の
医
者
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
稽
古
館
が
創
立
さ
れ
た
時
に
医
道
御
用
懸
に
任
命
さ
れ
た
医
者
の
子
や
孫
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
太
淳
は
太
本
の
子
で
あ
り
、
三
隆
は
先
代
の
子
か
孫
、
義
見
は
本
川
の
孫
、
伊
東
俊
民
は
春
益
の
孫
、
玄
宜
は
道
作
の
子
、
松
井
栄
寿
は
了
琢
の
子
か
孫
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
唐
牛
昌
運
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
の
で
省
略
す
る
。
頭
取
が
大
学
で
い
う
学
長
、
学
頭
が
教
授
、
添
学
頭
が
助
教
授
に
あ
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
医
学
司
監
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
藩
組
織
で
い
う
大
目
付
・
目
付
と
い
っ
た
所
だ
ろ
う
か
。
　
医
学
館
で
の
講
義
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
の
よ
う
に
ま
　
　
　
　
（
5
6
）
と
め
ら
れ
る
。
　
毎
月
五
日
・
十
日
・
廿
日
・
廿
五
日
之
夕
、
表
医
者
会
読
。
　
同
十
五
日
夕
、
表
医
者
輪
講
。
　
同
十
一
日
四
時
よ
り
九
時
ま
で
と
、
廿
一
日
四
時
よ
り
九
時
ま
で
、
頭
取
講
釈
。
　
同
ニ
ノ
日
、
同
七
ノ
日
、
添
学
頭
井
補
講
釈
、
学
頭
一
人
・
司
監
一
人
出
席
。
　
四
ノ
日
、
諸
生
輪
講
、
学
頭
・
添
学
頭
出
席
。
　
同
廿
八
日
夕
、
医
案
会
（
内
容
不
明
）
。
　
同
廿
九
日
、
諸
生
試
業
、
添
学
頭
試
、
学
頭
出
席
。
　
二
・
八
月
、
諸
生
試
、
頭
取
試
。
　
西
洋
翻
訳
書
会
読
之
儀
ハ
追
々
申
上
候
。
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
講
義
担
当
者
は
医
学
館
の
人
間
ば
か
り
で
は
な
く
、
表
医
者
が
加
わ
っ
て
お
り
、
現
代
風
に
考
え
る
と
外
部
講
師
に
よ
る
講
義
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
毎
月
廿
九
日
に
は
試
業
・
試
が
あ
り
、
こ
れ
は
現
在
の
試
験
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
二
月
と
八
月
に
期
末
試
験
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
現
代
風
に
二
学
期
制
を
と
っ
て
い
た
事
が
判
明
す
る
。
「
西
洋
翻
訳
書
会
読
」
が
当
分
行
わ
れ
な
か
つ
た
よ
う
で
、
前
述
し
た
佐
々
木
元
俊
が
帰
国
す
る
ま
で
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
そ
れ
で
は
、
医
学
館
建
設
に
情
熱
を
傾
け
た
北
岡
太
淳
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。
父
太
本
は
元
来
町
医
者
で
、
藩
医
と
な
っ
て
か
ら
稽
古
館
の
医
道
御
用
懸
、
医
道
方
と
し
て
活
躍
し
た
。
新
興
の
藩
医
で
あ
り
な
が
ら
、
弘
前
藩
の
秘
薬
一
粒
金
丹
の
製
法
伝
授
を
受
け
た
（
当
時
藩
医
の
う
ち
七
人
し
か
製
法
伝
授
は
受
け
て
い
な
い
）
。
か
な
り
腕
は
よ
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
不
調
法
の
こ
と
が
あ
っ
て
、
給
金
が
半
減
さ
れ
、
表
医
者
か
ら
歯
医
者
次
順
に
役
下
げ
に
な
っ
た
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）
三
年
で
表
医
者
に
戻
っ
て
い
る
。
太
淳
は
初
め
幸
民
と
称
し
て
お
り
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
に
父
の
隠
居
に
よ
り
家
を
継
ぎ
、
表
医
者
と
し
て
藩
医
の
道
を
歩
ん
で
い
く
。
同
十
五
年
か
ら
文
政
四
年
三
八
二
こ
ま
で
京
都
に
修
業
に
行
っ
て
い
る
。
学
頭
の
中
村
義
見
と
は
親
戚
関
係
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、
学
問
所
医
学
会
頭
の
小
山
内
玄
益
（
史
料
5
0
参
照
）
は
実
弟
で
あ
っ
た
。
医
学
館
の
役
職
に
つ
い
た
大
部
分
の
医
師
は
、
上
方
や
江
戸
に
修
行
に
行
っ
て
お
り
、
全
員
が
蘭
学
を
学
ん
だ
訳
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
蘭
学
に
も
対
応
で
き
る
下
地
も
し
く
は
理
解
度
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
太
淳
は
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
金
四
両
の
加
増
を
受
け
、
同
十
年
に
は
「
医
業
抜
群
・
出
精
」
に
よ
り
近
習
格
に
出
世
す
る
。
父
と
同
様
腕
は
よ
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
同
十
三
年
に
学
問
所
医
学
頭
取
と
な
り
、
翌
十
四
年
に
近
習
医
者
格
に
出
世
す
る
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
は
父
と
同
様
一
粒
金
丹
の
製
法
伝
授
を
受
け
、
安
政
五
年
に
医
学
館
の
創
立
を
建
議
し
、
同
頭
取
　
　
　
　
　
　
（
竪
と
な
る
の
で
あ
る
。
⑥
医
学
館
の
発
展
　
北
岡
太
淳
に
よ
る
医
学
館
創
立
は
、
早
く
か
ら
藩
医
等
内
部
か
ら
強
い
抵
抗
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
外
部
か
ら
は
薬
種
屋
か
ら
の
巻
き
返
し
も
見
ら
れ
た
。
そ
の
一
方
、
佐
々
木
元
俊
の
種
痘
実
施
・
普
及
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
種
痘
館
を
創
立
86
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す
る
な
ど
、
蘭
学
の
発
展
に
貢
献
す
る
面
も
あ
っ
た
。
藩
医
等
内
部
か
ら
の
抵
抗
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
五
月
の
記
事
で
は
、
講
師
た
る
表
医
者
の
医
学
館
会
日
不
参
加
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
（5
9
）
る
。　
　
一
表
医
者
医
学
館
会
日
へ
欠
席
い
た
し
兎
角
怠
惰
之
趣
相
聞
得
候
二
付
、
医
　
　
　
学
館
頭
取
井
表
医
者
古
役
両
三
人
呼
上
、
別
紙
通
演
説
書
相
渡
候
様
可
被
仰
　
　
　
付
哉
之
儀
、
沙
汰
之
通
被
仰
付
之
、
　
同
様
の
動
き
は
、
生
徒
た
る
諸
生
の
間
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
七
月
の
記
事
で
は
、
医
学
館
に
来
な
い
諸
生
も
出
て
く
る
始
末
で
あ
（6
0
）
る
。　
　
一
　
北
岡
太
淳
申
出
候
、
近
頃
諸
生
共
怠
惰
二
相
成
、
在
浦
之
諸
生
上
弘
不
仕
　
　
　
候
者
も
多
分
御
座
候
二
付
、
右
御
締
合
之
儀
一
統
評
議
仕
候
処
、
別
紙
之
通
　
　
　
被
仰
付
候
ハ
、
以
来
急
度
御
締
合
立
可
申
旨
二
御
座
候
間
、
（
中
略
）
　
こ
の
他
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
三
月
に
は
目
付
か
ら
医
業
試
し
の
立
合
に
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）
い
て
、
と
あ
っ
て
、
間
所
で
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。
は
学
問
所
同
様
に
心
得
、
（6
2
）
る
。　
一
方
、
薬
種
屋
に
つ
い
て
は
早
く
も
安
政
六
年
二
月
に
合
薬
取
り
次
ぎ
の
面
で
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）
き
返
し
が
み
ら
れ
て
い
る
。
　
　
一
　
北
岡
太
淳
申
出
候
、
合
薬
取
次
所
合
定
候
儀
井
町
入
用
薬
種
医
学
館
こ
て
ク
レ
ー
ム
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
　
御
目
付
申
出
候
、
此
度
医
学
館
御
取
立
二
付
御
番
医
嫡
子
医
業
試
之
節
、
学
問
所
同
様
私
共
出
席
被
仰
付
候
へ
共
、
同
所
之
儀
ハ
北
岡
太
淳
自
分
手
こ
て
取
立
、
門
番
杯
日
雇
之
者
差
置
候
儀
こ
て
太
淳
居
宅
も
同
様
之
儀
二
付
、
医
業
試
之
節
ハ
是
迄
之
通
於
学
問
所
致
試
業
候
様
被
仰
付
度
儀
申
出
候
へ
共
、
（下
略
）
　
　
医
学
館
は
太
淳
の
居
宅
同
様
だ
か
ら
、
医
業
試
は
こ
れ
ま
で
通
り
、
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
局
こ
の
問
題
は
医
学
館
　
　
　
　
　
　
　
取
り
扱
う
よ
う
に
と
い
う
藩
当
局
か
ら
の
回
答
が
出
て
い
　
　
　
取
扱
江
戸
表
よ
り
差
下
度
儀
、
昨
年
申
出
吟
味
之
処
、
種
々
差
障
之
儀
有
之
　
　
　
今
二
評
定
相
決
不
申
罷
有
候
処
、
右
之
儀
御
取
究
無
之
内
ハ
医
学
館
こ
て
仕
　
　
　
向
差
支
之
儀
有
之
、
猶
又
太
淳
趣
意
を
以
医
学
館
被
差
立
候
上
ハ
、
（
中
略
）
　
　
　
太
淳
申
出
之
通
仰
付
候
。
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
合
薬
取
次
所
を
決
め
た
い
こ
と
と
、
町
入
用
の
薬
種
を
医
学
館
で
取
り
扱
い
、
江
戸
表
か
ら
差
し
下
す
こ
と
が
、
な
か
な
か
決
ま
ら
な
か
っ
た
事
が
判
明
す
る
。
そ
の
後
、
弘
前
で
は
合
薬
を
扱
う
薬
種
屋
は
塩
屋
和
助
・
原
田
屋
宇
吉
・
塩
屋
甚
左
衛
門
・
高
野
屋
甚
左
衛
門
の
四
名
に
決
ま
り
、
高
野
屋
が
頭
取
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
青
森
で
は
合
薬
の
店
売
り
、
深
沢
の
置
薬
が
許
可
さ
れ
、
鰺
ヶ
沢
・
木
造
の
薬
店
は
合
薬
の
販
売
の
み
が
許
可
さ
れ
た
。
黒
石
で
は
同
所
の
薬
種
屋
柳
屋
七
兵
衛
、
弘
前
の
薬
種
屋
金
屋
兵
右
衛
門
・
日
野
屋
文
吉
が
合
薬
を
扱
う
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
　
し
か
し
、
弘
前
の
四
軒
と
青
森
の
藤
屋
伊
助
が
同
年
九
月
に
合
薬
触
売
家
業
を
取
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）
り
潰
し
に
な
り
、
印
札
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
太
淳
は
藩
内
の
入
用
薬
種
を
残
ら
ず
医
学
館
で
取
り
扱
う
こ
と
を
考
え
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）
二
月
に
稲
木
屋
弥
次
右
衛
門
に
そ
の
役
割
を
果
た
す
薬
種
問
屋
を
命
じ
、
翌
文
久
元
年
正
月
に
は
稲
木
屋
を
薬
種
大
問
屋
と
し
て
、
領
内
の
薬
種
を
一
手
に
扱
わ
せ
る
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）
に
し
、
医
学
館
が
注
文
の
と
り
ま
と
め
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
太
淳
の
目
指
し
た
医
学
館
に
よ
る
薬
種
統
制
は
成
功
し
た
よ
う
で
あ
る
。
　
佐
々
木
元
俊
に
よ
る
種
痘
館
の
設
立
と
種
痘
の
実
施
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
の
で
く
わ
し
く
は
取
り
上
げ
な
い
が
、
医
学
館
に
お
い
て
種
痘
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
藩
が
そ
の
推
奨
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
例
を
一
つ
示
し
て
お
く
。
「
国
」
の
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
四
月
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
昨
年
か
ら
新
田
在
か
ら
庖
瘡
が
流
行
し
、
近
頃
は
弘
前
表
に
も
伝
染
し
て
き
た
の
で
、
医
学
館
で
は
以
前
か
ら
定
日
に
種
痘
を
実
施
し
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
定
日
に
限
ら
ず
施
行
す
る
。
そ
し
て
、
遠
い
在
や
浦
々
の
場
合
は
兼
ね
て
仰
せ
つ
け
た
通
り
、
在
町
医
共
に
て
施
行
す
る
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
酪
）
に
と
い
う
藩
の
命
令
で
あ
る
。
医
学
館
に
お
い
て
種
痘
の
技
術
を
学
ん
だ
在
町
医
の
87
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存
在
が
伺
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
藩
に
よ
る
種
痘
奨
励
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
種
痘
を
受
け
る
者
は
依
然
多
く
な
か
っ
た
ら
し
く
、
同
年
⊥
ハ
月
に
は
再
度
の
種
痘
奨
励
策
と
共
に
、
弘
前
城
下
の
修
験
大
行
院
に
お
い
て
六
月
二
十
四
日
か
ら
一
七
力
日
の
間
庖
瘡
安
全
の
祈
祷
を
行
い
、
祈
祷
の
守
り
札
を
配
布
す
る
と
い
　
　
　
　
　
（
6
9
）
う
記
事
も
あ
り
、
種
痘
の
定
着
は
唐
牛
兄
弟
の
時
よ
り
は
一
歩
前
進
し
て
い
る
も
の
の
、
庶
民
に
抵
抗
無
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
に
は
時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
藩
が
種
痘
を
推
奨
す
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
太
淳
の
医
学
館
創
立
が
大
き
く
作
用
し
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
太
淳
と
い
う
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
た
人
物
の
後
押
し
が
、
元
俊
の
種
痘
推
進
を
曲
が
り
な
り
に
も
一
応
成
功
に
導
い
た
と
も
い
え
る
。
弘
前
藩
の
種
痘
に
つ
い
て
一
言
付
け
加
え
て
お
く
と
、
文
久
元
年
に
蝦
夷
地
の
弘
前
藩
の
預
か
り
地
で
あ
る
ス
ッ
ツ
に
お
い
て
、
医
師
と
し
て
滞
在
し
て
い
た
佐
々
木
元
亨
が
、
幕
府
役
人
長
谷
川
儀
三
郎
の
依
頼
に
よ
り
同
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）
の
和
人
と
ア
イ
ヌ
に
種
痘
を
実
施
し
た
。
元
亨
の
父
玄
沖
は
元
俊
と
は
従
兄
弟
で
あ
り
、
佐
々
木
一
族
の
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
行
為
と
い
え
よ
う
。
結
び
　
弘
前
藩
で
は
蘭
学
が
あ
る
程
度
定
着
す
る
の
は
幕
末
期
ま
で
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
文
化
年
間
か
ら
続
い
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
は
な
い
が
、
藩
で
積
極
的
に
導
入
し
た
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。
文
政
年
間
に
少
し
そ
の
動
き
が
感
じ
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
種
痘
の
導
入
も
唐
牛
昌
運
’
昌
考
兄
弟
の
時
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
少
し
時
期
が
遅
れ
た
佐
々
木
元
俊
の
種
痘
は
あ
る
程
度
定
着
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
元
俊
の
成
功
の
背
景
に
は
折
し
も
医
学
館
を
創
設
し
、
藩
の
医
療
改
革
に
着
手
し
た
北
岡
太
淳
の
後
押
し
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
な
ら
な
い
。
ま
た
、
高
屋
東
助
や
元
俊
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
、
町
医
や
在
村
医
で
蘭
学
の
受
容
に
に
積
極
的
で
あ
っ
た
医
者
が
弘
前
藩
領
内
の
底
辺
に
い
た
の
で
あ
る
。
　
ま
と
め
の
段
階
で
、
十
分
な
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
と
考
察
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
心
残
り
で
あ
る
。
藩
医
レ
ベ
ル
の
段
階
で
は
江
戸
を
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
、
他
藩
の
藩
医
と
の
交
流
や
養
子
縁
組
な
ど
が
判
明
す
る
。
そ
の
分
析
が
で
き
れ
ば
、
蘭
学
受
容
の
一
つ
の
水
脈
に
た
ど
り
着
け
そ
う
な
気
が
し
た
。
こ
の
点
は
後
日
を
待
ち
た
い
と
思
う
。
な
お
、
田
崎
哲
郎
氏
か
ら
坂
井
達
朗
氏
の
「
幕
末
・
明
治
初
年
の
弘
前
藩
と
慶
応
義
塾
ー
「
江
戸
日
記
」
を
史
料
と
し
て
ー
」
（
『
近
代
日
本
研
究
』
第
1
0
巻
所
収
、
一
九
九
四
年
、
慶
応
義
塾
福
沢
諭
吉
研
究
セ
ン
タ
ー
）
の
存
在
に
つ
い
て
御
教
示
を
受
け
コ
ピ
ー
を
い
た
だ
い
た
が
、
成
果
に
十
分
生
か
せ
な
か
っ
た
。
田
崎
氏
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
お
詫
び
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
註（
1
）
　
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
『
大
槻
玄
沢
集
』
n
所
収
、
一
九
九
四
年
、
早
稲
田
大
学
　
出
版
部
。
（
2
）
　
杉
本
つ
と
む
編
『
図
解
蘭
学
事
始
』
所
収
、
一
九
八
五
年
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
。
（
3
）
　
弘
前
藩
庁
の
国
元
の
日
記
で
あ
る
「
国
日
記
」
（
以
下
「
国
」
と
略
記
す
る
）
同
年
三
月
二
　
十
三
日
条
。
（
4
）
　
「
国
」
同
年
六
月
二
日
条
。
（
5
）
　
「
国
」
同
年
二
月
三
日
条
。
（
6
）
　
「
国
」
同
年
二
月
十
五
日
条
。
文
化
十
年
の
「
伊
東
春
昌
日
記
」
旧
八
木
橋
文
庫
蔵
、
現
弘
　
前
市
立
図
書
館
蔵
。
（
7
）
　
弘
前
藩
庁
の
江
戸
藩
邸
の
日
記
で
あ
る
「
江
戸
日
記
」
（
以
下
「
江
戸
」
と
略
記
す
る
）
同
　
年
三
月
十
九
日
条
。
（
8
）
　
三
上
家
の
系
譜
に
つ
い
て
は
文
政
甲
申
（
七
）
年
「
表
医
者
　
三
上
道
周
　
由
緒
書
」
弘
　
前
市
立
図
書
館
蔵
、
及
び
船
水
清
『
こ
こ
に
人
あ
り
き
　
第
7
集
』
二
九
七
四
年
、
陸
奥
新
　
報
社
）
所
収
「
小
野
、
兀
秀
」
の
記
事
に
よ
る
。
（
9
）
　
『
御
用
格
』
（
第
一
次
追
録
本
）
上
巻
、
．
九
九
三
年
、
弘
前
市
教
育
委
員
会
。
（
1
0
）
　
呉
秀
三
『
華
岡
青
洲
先
生
及
其
外
科
』
所
収
、
一
九
七
一
年
復
刻
、
思
文
閣
出
版
。
誤
記
・
　
誤
植
と
思
わ
れ
る
地
名
は
筆
者
が
補
正
し
た
。
（
1
1
）
　
田
崎
哲
郎
『
在
村
の
蘭
学
』
一
九
八
五
年
、
名
著
出
版
。
（
1
2
）
　
伴
五
十
嗣
郎
「
笠
原
白
翁
の
種
痘
普
及
活
動
（
1
）
（
H
）
」
、
「
実
学
史
研
究
」
皿
・
m
所
収
、
　
　
一
九
八
五
・
一
九
八
六
年
、
実
学
史
研
究
会
編
、
思
文
閣
出
版
。
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（
1
3
）
　
『
御
用
格
」
（
第
三
次
追
録
本
）
、
二
〇
〇
二
年
、
弘
前
市
教
育
委
員
会
。
（
1
4
）
　
『
御
用
格
』
（
第
三
次
追
録
本
）
。
（
1
5
）
　
「
国
」
嘉
永
六
年
二
月
廿
九
日
条
。
（
1
6
）
　
「
国
」
天
保
六
年
五
月
二
十
一
日
条
・
同
九
年
六
月
十
四
日
条
。
（
1
7
）
　
唐
牛
昌
運
「
種
痘
履
歴
書
」
明
治
五
年
作
成
か
。
（
1
8
）
　
「
国
」
安
政
六
年
五
月
十
一
日
条
。
（
1
9
）
　
「
国
」
嘉
永
六
年
十
月
十
五
日
条
。
（
2
0
）
　
「
国
」
同
年
二
月
二
十
九
日
条
。
（
2
1
）
　
「
国
」
同
年
九
月
十
七
日
条
。
（
2
2
）
　
共
同
研
究
員
の
正
橋
剛
二
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
（
2
3
）
　
「
金
木
屋
日
記
」
嘉
永
六
年
五
月
五
日
条
、
（
『
新
編
弘
前
市
史
資
料
編
三
（
近
世
二
）
』
　
　
収
）
二
〇
〇
〇
年
、
弘
前
市
。
（
2
4
）
　
「
国
」
同
年
八
月
十
七
日
条
。
（
2
5
）
　
「
国
」
同
年
六
月
八
日
条
。
（
2
6
）
　
一
九
四
三
年
、
大
日
本
同
志
会
青
森
県
支
部
。
以
下
『
元
俊
先
生
』
と
略
記
。
な
お
、
　
　
書
に
は
他
に
は
見
ら
れ
な
い
史
料
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。
（
2
7
）
　
「
国
」
嘉
永
二
年
六
月
十
七
日
条
。
（
2
8
）
　
『
元
俊
先
生
』
所
収
「
香
遠
先
生
伝
記
」
に
よ
る
。
（
2
9
）
　
「
国
」
同
年
六
月
十
四
日
条
。
（
3
0
）
　
「
国
」
同
年
正
月
二
十
八
日
条
。
（
3
1
）
　
「
国
」
同
年
九
月
二
十
七
日
条
。
（3
2
）
　
『
元
俊
先
生
』
。
（
3
3
）
　
『
元
俊
先
生
』
所
収
「
香
遠
先
生
伝
記
」
に
よ
る
。
（
3
4
）
　
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
。
（
3
5
）
　
「
国
」
同
年
三
月
四
日
条
。
（
3
6
）
　
『
津
軽
承
昭
公
伝
』
津
軽
承
昭
公
伝
刊
行
会
編
、
一
九
七
六
年
、
歴
史
図
書
社
復
刊
。
（3
7
）
　
『
元
俊
先
生
』
。
（
3
8
）
　
「
国
」
文
政
九
年
九
月
十
二
日
条
。
（
3
9
）
　
「
国
」
文
政
十
年
七
月
二
十
九
日
条
。
（
4
0
）
　
「
国
」
安
政
五
年
五
月
二
十
二
日
条
。
（
4
1
）
　
「
国
」
安
政
四
年
十
二
月
十
二
日
条
。
（
4
2
）
　
「
国
」
安
政
五
年
九
月
二
十
一
日
条
。
（
4
3
）
　
「
国
」
万
延
元
年
十
二
月
二
十
四
日
条
。
（
4
4
）
　
「
国
」
寛
政
六
年
七
月
十
七
日
条
。
（
4
5
）
　
「
国
」
寛
政
六
年
十
二
月
二
十
八
日
条
。
所同
（
4
6
）
　
文
政
七
年
「
表
医
者
伊
東
春
昌
由
緒
書
」
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
。
（
4
7
）
　
文
政
七
年
「
表
医
者
広
瀬
養
甫
由
緒
書
」
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
。
（
4
8
）
　
文
政
七
年
「
表
医
者
中
村
東
眠
由
緒
書
」
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
。
（
4
9
）
　
文
政
七
年
「
御
近
習
医
者
格
小
嶋
杏
栄
由
緒
書
」
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
。
（
5
0
）
　
「
国
」
安
政
二
年
二
月
十
二
日
条
。
（
5
1
）
　
「
国
」
安
政
五
年
七
月
二
十
二
日
条
。
（
5
2
）
　
「
国
」
安
政
六
年
三
月
十
八
日
条
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
目
付
の
申
し
出
と
し
て
、
医
学
館
建
　
　
設
に
つ
い
て
「
同
所
之
儀
ハ
北
岡
太
淳
自
分
手
二
て
取
立
」
と
あ
り
、
百
両
は
太
淳
が
出
し
　
　
た
可
能
性
が
強
い
。
（
5
3
）
　
「
国
」
安
政
五
年
八
月
十
四
日
条
。
（
5
4
）
　
「
国
」
安
政
五
年
八
月
二
十
一
日
条
。
（
5
5
）
　
「
国
」
安
政
五
年
八
月
二
十
一
日
・
同
月
二
十
八
日
条
。
八
月
二
十
「
日
条
の
「
学
規
覚
」
　
　
で
は
、
頭
取
一
人
、
学
頭
四
人
、
医
学
司
監
二
人
、
添
学
頭
三
人
、
同
補
二
人
と
な
っ
て
い
　
　
る
。
ま
た
、
学
頭
・
医
学
司
監
・
添
学
頭
は
表
医
者
格
ま
で
の
者
、
添
学
頭
補
は
小
普
請
医
及
　
　
び
諸
生
に
て
精
学
の
者
と
い
う
条
件
が
あ
っ
た
。
（
5
6
）
　
「
国
」
安
政
五
年
八
月
二
十
一
日
条
。
（
5
7
）
　
文
政
七
年
「
表
医
者
北
岡
太
淳
由
緒
書
」
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
。
（
5
8
）
　
「
国
」
文
化
十
二
年
・
同
十
五
年
・
文
政
八
年
・
天
保
五
年
・
同
十
年
・
同
十
三
年
・
同
十
　
　
四
年
・
弘
化
二
年
・
嘉
永
四
年
・
安
政
五
年
等
。
（
5
9
）
　
「
国
」
万
延
元
年
五
月
十
一
日
条
。
（
6
0
）
　
「
国
」
元
治
元
年
七
月
二
日
条
。
（
6
1
）
　
「
国
」
安
政
六
年
三
月
十
八
日
条
。
（
6
2
）
　
「
国
」
安
政
六
年
三
月
二
十
二
日
条
。
（
6
3
）
　
「
国
」
安
政
六
年
二
月
二
十
五
日
条
。
（
6
4
）
　
「
国
」
安
政
六
年
四
月
二
十
七
日
条
。
（
6
5
）
　
「
国
」
万
延
元
年
年
十
二
月
十
二
日
条
。
（
6
6
）
　
「
国
」
万
延
元
年
年
十
二
月
二
十
八
日
条
。
（
6
7
）
　
「
国
」
文
久
元
年
年
正
月
十
日
条
。
（
6
8
）
　
「
国
」
慶
応
三
年
四
月
八
日
条
。
（
6
9
）
　
「
国
」
慶
応
三
年
六
月
十
八
日
・
二
十
一
日
条
。
（
7
0
）
　
「
国
」
文
久
三
年
年
五
月
朔
日
条
。
（青
森
県
立
弘
前
中
央
高
等
学
校
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）
　
　
　
（
二
〇
〇
三
年
四
月
二
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
七
月
一
八
日
審
査
終
了
）
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The　Acceptance　of　Vaccination　and　the　EstabUsllment　of　a　Medical　School　in　the
正lirosald　Feudal　Domain　at　the　End　of　the　E《10　Period
FuKuI　Tbshi伍ka
This　paper　examines　the　manner　in　which　vaccinadons　were　accepted　in　the　Hirosaki　feudal　domain　at　the　end　of
the　Edo　Period　and　the　establishment　of　a　medical　school　as　part　of　reforms　to　the　medical　system　during　that
time　in　conjunction　with　the　acceptance　of　Rangaku　and　the　implementation　of　vaccinations．
　　　It　is　believed　that　the　acceptance　of　Rangaku　of　any　sign櫨cance　began　in　the　H加saki　feudal　domain　after
1804and　that　an　important丘gure　in　its　acceptance　is　Takaya　Tbsuke　who　was　a　physician　in　Fukunoda　village
Φresen仁day　Itayanagi－machi，　Kita－tsugaru－gun）and　had　learned　medicine　at　Shirando，　a　Rangaku　school　in　Edo．
He　was　given　permission　to　enter　the　school　in　May　5，1792，　though　at　the　present　time　nothing　at　all　is㎞own
about　how　he　succeeded　in　gaining　entry　He　later　returned　to　his　natal　village　to　work　as　a　physician，　which　is
viewed　as　the　introduction　of　Rangaku　by　a　village　physician．　Shirando　was　also　where　the　feudal　domain
physician　Mikami　Ryukei　learned　medicine（1811），　showing　that　even　feudal　domain　physicians　were　interested
in　Rangaku．
　　　In　this　way，　the　number　of　physicians　who　pursued　Rangaku　illcreased，　and　this　paper　takes　a　look　at　one
consequence　of　this，　which　is　the　acceptance　of　vaccinations．　It　would　appear　that　the　first　instance　of　the
administration　of　vaccinations　in　the　Hirosaki　feudal　domain　occurred　in　April　1852　when　a　physician　from　Akita
called　Itagaki　Risai　vaccinated　about　30　people　in　Kizukud（presenLday　Kizuku亘一machi，　Nishi－tsugaru－gun）．
Perhaps　motivated　by　the　action　of　this　physician，　some　physicians　working　for　the　Hirosaki　domain　decided　to
administer　vaccinations．　Central　among　these　were　the　feudal　domain　physician　Karouji　Shoun　and　his　younger
brother　Shoko．　Unfortunately，　however，　the　active　introduction　of　vaccinations　was　not　pursued　in　the　Hirosaki
feudal　domain．
　　　Although　vaccinations　administered　by　the　Karouji　brothers　did　not　go　very　well，　there　was　some　measure　of
success　and　adoption　of　vaccinations　at　the　end　of　the　Edo　Era　owing　to　the　actions　of　Sasaki　Genshun　who　was
aWestern　physician　working　for　the　Hirosaki　feudal　domain．　Besides　administering　vaccinations　to　many　people，
Genshun　established　a　vaccination　annex　at　the　medical　school　that　had　been　built　by　that　time，　and　there　he
taught　vacci皿atio皿techniques　to　physicians廿om　within　the　Hirosaki　domain．　Genshun’s　activities　were
appreciated　and　supported　by　the　school’s　head，　Kitaoka　Tajun，　who　had　built　the　medical　school　and　who　had
been　actively　involved　in　reforms　to　the　medical　system．
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